
 

 

 

 
 

人権作文を読んで 
文字が小さくて読み

づらいですが、右の作
文は、１１月２９日
（金）の熊本日日新聞
に掲載された、全国中
学生人権作文コンテス
ト県大会で最優秀賞に
選ばれた作品です。米
野岳中２年の角田麗奈
さんの作品です。内容
は、玉名のパン屋さん
での出来事が書いてあ
ります。そのパン屋さ
んで一人の年配の女性
客に出会ったそうで
す。その女性は、パンを
袋に入れようとしてい
たのですが、どうやら
手が不自由で袋を開け
ることが難しかったよ
うです。その様子を見
て、角田さんはどうす
べきか迷ったそうで
す。お手伝いをする気
持ち、急に声をかけるのは失礼ではないのかという気持ち。しかし、おばあさんが困
っているのは明らかだったこと、自分が声をかけることで迷惑になったらどうしよう
という不安、また誰かが助けるだろうという勝手な思いが、頭の中をぐるぐる回って
いたのでしょう。しかし、自分が行動しなければ、おばあさんは困ったままだと思い、
勇気を出して「お手伝いしましょうか。」と声をかけたそうです。おばあさんは、す
ぐに「ありがとう、ごめんね助かるわ。」と微笑んでくれたそうです。おばあさんは
何度もお礼を言ってくれ、角田さんはおばあさんの不安や困難を少しでも和らげるこ
とができ、嬉しくて心が温かくなったとのことでした。 
角田さんは、「この体験を通して『人権』は特別なものではなく、日常の中で私た

ちが簡単に守ることができるものであると学べました。」と綴っています。また、「他
人への思いやりや共感の大切さを確認できた。」とも述べています。私もその通りだ
と思います。普段の生活の中で何気ない気遣いや心遣い、何気ない声かけや配慮、ち
ょっとしたことに救われる人はたくさんいます。私も今までの教職生活の中で、悩ん
でいるときに、それに気付いて声をかけてくださった諸先生方がおられます。その様
な言動にどれだけ救われたか分かりません。人権意識・人権感覚を研ぎ澄まし、とま
では言えませんが、「あれっ」と思ったときにスルーするのではなく、立ち止まって
考え、最善と思う声かけ等ができる校長でありたいと考えさせてもらえる作文でした。 
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